
今後の予定（6～7月）ご家族、ご友人の皆様お誘い合わせの上、どうぞお参り下さいませ 

　６月１５日（土）　１３時～　　　　　　元中通組蝋燭講　ご消息披露（法話会）＠ 浄弘寺 

　７月　６日（土）　１３時～　　　　　　元中通組蝋燭講　ご消息披露（法話会）＠ 西楽寺 

　７月１０日（水）　　８時半～　　　　　門徒幹部研修会 ＠ 西教寺 

　７月１５日（月）　　８時半～　　　　　仏教若婦人会研修会 ＠ 光徳寺 

行事報告 

　5月3日（土）、4日（日）の2日間、浄土真宗の宗祖親鸞聖人のお誕生をお祝いする法要として、「元中通組蝋
燭講   宗祖降誕会」が明行寺にて執り行われました。毎月「ご消息披露（法話会）」を行っている9ヶ寺合同での
「宗祖降誕会」、当山では実に8年ぶりに勤まりました。親鸞聖人は1173年5月21日京都日野の里（現在の伏見
区）にお生れになりました。聖人のお誕生から846年、今日に至るまで、脈々とお念仏が受け継がれて来たことを
慶び、お祝いする本法要では、御講師小山坦道師（糸島市 教念寺）にご法話を賜りました。「阿弥陀様に背を向
け、仏法に背いて生きている私。そんな私をご存知で居て下さり、私に変われと決して条件をおつけにならない仏
様が阿弥陀様。その事を慶ばれ、お伝え下さったのが親鸞聖人です」と、力強いお話を下さいました。 

　また3日午前中には、お釈迦様のお誕生をお祝いする「花祭り」が執り行われました。「お釈迦様のお誕生」の
紙芝居、ご参拝下さった皆様で仏教讃歌「花祭り行進曲」の合唱と進み、婦人会の皆様が、色とりどりのお花を
飾って下さった花御堂のお釈迦様像に甘茶を注ぎかけ、お祝いしました。 

　連休中にも関わらず、境内清掃、幕張り、法要のご準備、片付け等を頂きました、講中、婦人会の皆様、当日美
味しいおまかないをご用意下さった「山川真弓3、4、５」地区の皆様、誠に有難うございました。
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月忌参りやご法事で頂いた一部の　　　　
お菓子は「おてらおやつクラブ」へ

完成した美しい花御堂 宗祖降誕会御講師 小山 坦道師 

裏へ続く↓

旬のお野菜で彩られた　　　　　
美味しいおまかない

「元中通組蝋燭講」行事では　　　　　　
恒例のお楽しみ抽選会

婦人会の皆様による花祭り準備



＝＝コラム「浄土真宗では、『般若心経』を読まないのですか？」＝＝ 

　短いお経であることや、知っているという理由から、仏前で『般若心経』を読んでいる（読誦して
いる）方もおられるでしょう。そのような方にも考えてほしいことがあります。それは読誦している
お経に、自分にふさわしい教えが説かれているかどうかということです。『般若心経』は、くわしく
は『般若波羅蜜多心経』といいます。「般若」はすべてものの真実の姿を明らかにする智慧を、「波
羅蜜多」は完成を意味します。また「波羅蜜多」はこの世界からさとりの世界（彼岸）へ至ることと
理解されてきました。つまり『般若心経』には、さとりの世界へ至るための智慧の完成の修行が説か
れているのです。しかし、『般若心経』は自分の力（自力）のみによって、さとりを開く道を説くた
め、阿弥陀如来による救い（他力）は述べられていません。貪りや怒り、愚かさなどによって絶えず
心身を悩ませている者にとって、『般若心経』を読んでも智慧を身につけることは容易ではありませ
ん。そのような者にこそ、阿弥陀如来は救いの手を差し伸べておられます。したがって、浄土真宗で
は『般若心経』を読む必要はなく、「南無阿弥陀仏」のお念仏一つなのです。 

前田壽雄師 

昭和49年北海道生まれ。浄土真宗本願寺派専念寺衆徒。武蔵野大学仏教
文化研究所研究員、通信教育部人間科学部人間科学科准教授。浄土真宗本
願寺派東京仏教学院研究科講師。著書に『書いて味わう讃仏偈　重誓偈』
『教行信証のことばーやさしい法話ー』（本願寺出版社）がある。明行寺
若院が神奈川県上正寺に勤めていた際、勉強会等でお世話になった恩師。

4、5月の「花祭り」、「宗祖降誕会」にあわせ、毎年全国各地のお寺では、工夫を凝らした催しが行
われております。ご縁を頂いた一部をご紹介致します。4月28日西楽寺様（福岡県みやま市）では、
「宗祖降誕会法要」の際に御門徒さんによるハーモニカのコンサート、4月29日にご縁を頂いた正覚
寺様（岡山県真庭市）では、花祭りの催しとして、ピアノと歌のミニコンサートが行われ、若坊守が
歌を、若院がご法話のご縁を賜りました。全国でひときわ注目を集めたのは、真宗大谷派の長浜別院
大通寺様（滋賀県長浜市）。切り絵作家早川鉄平氏とのコラボレーション企画として、仏教の世界観
を表現した「特別障子アート」が本堂正面に登場し、山門前で合掌する親鸞聖人が話題になりまし
た。明行寺でも法要に合わせ催しを検討していきますので、是非ご意見ご要望お寄せ下さいませ。 

＜ 出張レポート　全国各地の「花祭り」、「宗祖降誕会」＞

明行寺の行事や御門徒様の様子をお知ら
せしております。是非ご覧下さいませ！
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